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 いよいよ、『高橋克彦一人六人展』が開幕しました。これは、今、日本で最

も読まれている作家の一人である高橋克彦氏の全貌を紹介するものです。 

 高橋氏の作品はミステリー、怪奇小説、歴史小説、ＳＦと多岐に渡っており、

そのすべてのジャンルで文学賞を受賞なさっています。これは実に稀なことで

す。ミステリー作家、怪奇小説作家、歴史小説作家、ＳＦ作家という 4つの顔

に、もともとの出発点だった浮世絵研究家の顔、さらにはプロはだしの写真家

の顔（そして、真景錦絵作家の顔）を加えて「一人六人展」というわけです。 

 私には本展を「生きている文学館」にしたいという思いがありました。 

 作家を顕彰した文学館や記念館は珍しくありませんが、それらは画一的で、

一度行けばもう充分というところがほとんどです。もっとわくわくする文学館

ができないだろうかと、いつも不満に思っていました。いずれ高橋克彦文学

館・記念館が実現することでしょう。そのとき、礎になるような企画展にした

いと考えたのです。 

 その思いをどれだけ形にすることができたか、実はまだまだ満足していませ

ん。 

 たとえば、高橋氏のシングルレコードやＬＰレコードの大コレクションを展

示できませんでした。このコレクションは昭和歌謡史の知られざる細部から全

体の流れまでカバーできるもので、氏自身の解説によるレコード・コンサート

もいつも満員になる人気ぶりです。愛煙家ならずとも興味を引くであろう、み

ごとなジッポーオイルライターのコレクションも展示を諦めざるを得ません

でした。また、ご存じのように今年で第 20 回をむかえる盛岡文士劇では、高

橋克彦一座の座長というべき存在でもありますが、これにもあまりスペースを

割くことができませんでした。 

 というわけで、全貌に迫ったとはとうてい言い切れないのです。 

 しかし、高橋氏と出会って 30 余年になる私でさえ、実はまだ氏の全貌をつ

かみきれていないというのが正直なところです。それどころか、年を経るごと

に奥行きと幅（肉体的なことではありません）を増していく高橋克彦氏に追い

つくのはおろか、ますます離されていくばかりです。 

 進化を続ける高橋克彦氏の「生きている文学館」としての『高橋克彦一人六

人展』をぜひお楽しみください。 
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１９４７年、岩手県釜石市に生まれた高橋

克彦は、私立岩手中学校・高等学校、早

稲田大学に学び、１９８３年『写楽殺人事

件』で第２９回江戸川乱歩賞を受賞し３６

歳で文壇デビューしました。 

その後、現在に至るまで百数十冊に及ぶ

著作を発表し、第１０６回直木賞（１９９２年）

ほか幾多の賞を受賞するなど、幅広い分

野に亘る作品が高く評価されています。 

本展では、作家・高橋克彦の業績を【歴

史小説作家】、【ミステリー作家】、【SF 作

家】、【怪奇小説作家】、【写真家】、【浮世

絵研究家】と６つのコーナーで紹介し、その

多面的な魅力を明らかにします。 

 

 

９月２７日（土） 

～１１月３日（月・祝） 

開館時間：９：００～１７：００（入場は１６：３０まで） 

休 館 日：毎週月曜日（祝日の場合翌日） 

観覧料金：一般３００円／大・高生２００円 

中学生以下無料 

《東北文化の日》１０月２５日（土）、２６日（日） 

および《文化の日》１１月３日（月・祝）は観覧無料 



   

  

  

    

    

   

 

 

 

   

  

  

    

 

 

 

 

   

 

  

 

 

高高 橋橋 克克 彦彦  

一一 人人 六六 人人 展展  
関関連連行行事事ののごご案案内内   

 

■高橋克彦原作 朗読劇 「愛の記憶」 
  盛岡を舞台にした、記憶シリーズの同名短編小説を原作とした朗読劇 

  １０月１２日（日）１４：００～（上演時間約３０分） 

会 場／石神の丘美術館ホール 【入場無料】 

朗 読／坂口奈央（元めんこいテレビアナウンサー）、伊勢二朗（劇団赤い風） 

ピアノ／山本範子（山本音楽教室主宰／岩手町） 

協 力／特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター 

■対談 高橋克彦 × 松本伸（写真家） 
  １１月１日（土）１３：３０～ 会 場／石神の丘美術館ホール 【聴講無料】 

■高橋克彦原作 朗読劇 「さるの湯」 
  東日本大震災後に執筆された、恐怖と感動の同名短編小説を原作とした朗読劇 

  １１月２日（日）１４：００～（上演時間約５０分） 

  会 場／石神の丘美術館ホール 【入場無料】 

  朗 読／伊勢二朗（劇団赤い風）  ピアノ／長谷川恭一（作曲家） 

  協 力／特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター 

聴講を希望する方は、当日、美術館ホールにお集まりください。 

いずれも座席数は６０席程度です。着席できない場合は立見となります。 

美術館隣接 道の駅 石神の丘／レストラン石神の丘情報 
道の駅 石神の丘 TEL0195-61-1600／レストラン石神の丘  ＴＥＬ0195-61-1602 

第９回ご当地グルメでまちおこしの祭典！ 

B-１グランプリ in郡山 
～東北・福島 応援特別大会～ 

☆出展企画☆ 

やまと豚生姜焼きがトッピングされた 

いわてまちキャベ塩焼きうどん 

郡山バージョンを 

レストラン石神の丘でも販売します！ 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日（土）・１９日（日）は 

ぜひ郡山会場へご来場くださいませ 

岩手町産新鮮野菜を 

全国へお届けします！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳しくは道の駅石神の丘 

ネットショップ「石神の丘でねっと」 

http://shop.isigaminooka.jp/ 

をご覧ください 

 

岩渕直子

ピアノと絵本の 

ミニコンサート 
 

１０月２６日（日） 
時間／１４：００～１５：００ 

会場／石神の丘美術館ホール 

【入場無料】 

＊＊＊プログラム＊＊＊ 
ピアノと語りによる『ごんぎつね』ほか 

～絵本の朗読とピアノの演奏で、 

楽しいひと時をお届します 

どうぞ親子でご参加ください～ 

石神の丘美術館芸術監督･斎藤純による芸術講座 

絵画は何を描いてきたか 

【平成２６年度テーマ】〈風景篇〉ターナー 第２回 

１０月２５日（土）１３：３０～１５：００ 

会 場／石神の丘美術館ホール  【聴講無料】 

絵を前にしたとき、しばしば「わかる・わからない」という判断をしがち

です。一般に風景画については「わかる」と思われがちですし、抽象画

については「わからない」と思われがちです。 

けれども、絵画を鑑賞するうえでは「何が描いてあるか」がわかったとし

ても、それで「絵をわかった」ということにはなりません。 

この講座では「きれい・きれいじゃない」、「好き・嫌い」より一歩踏み込

んだ絵の楽しみ方をわかりやすく紹介していきます。 

石神の丘美術館ギャラリーコンサート 

ラテンジャズライヴ 

マンボ イン ツアー２０１４ 

スティーブ・サックス（sax/flute） 

ジョナサン・カッツ（piano） 

伊藤寛康（bass） 

佐藤英樹（congas） 

鈴木義樓（timbales） 

１０月２５日（土） 
時間／１７：３０開場／１８：００開演 

会場／石神の丘美術館ホール 

チケット／一般２､０００円 高校生以下１､０００円 

       （ソフトドリンク付き／友の会割引有り） 

主催 石神の丘美術館友の会 


